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方針の期間（５年間）

2021（令和5）年度～2025（令和7）年度

「外国人市民」の考え方

「外国人」＝日本の国籍を有しない者
（出入国管理及び難民認定法第２条第２項）

印西市国際化推進方針

「外国人市民」
日本国籍を取得している外国ルーツの市民を含める。



１ 策定の趣旨



外国人数の推移



地区別外国人人口





在留資格別外国人数



年齢別外国人数



印西市在住外国人の特徴

☑ 長期的には大幅に増加（コロナ禍の2年間は横ばい）

☑ 中央駅・牧の原地区、大森・木下地区の割合が高い。

☑ 中国系が特に多い。（中国・台湾）

☑ 次に多いのがベトナム・韓国・フィリピン・スリランカ、多国籍化も進む。

☑ 定住者（移民）が比較的多く、技能実習生など「期間定住者」
は変動が激しい。

☑ 高齢者層は少なく、生産人口、若年層が多い。

②英語だけでは不十分（多言語化、やさしい日本語）

③支援のメインターゲットは子ども・子育て世代、現役世代。

①相手によって支援や交流の方法は異なる。

外国人支援の方向性





異文化理解講座

イングリッシュトレセン

ワールドフェスト

多文化共生のまちを育む環境づくり

（１）多文化共生意識の醸成



国際化推進懇談会

外国人市民懇話会

多文化共生のまちを育む環境づくり

（２）外国人市民の活躍する場づくり



市広報英語版
INZAI NEWSLETTER

日本語教室りぼん

外国人市民も安心して暮らせるまちづくり

（１）コミュニケーション支援



外国人相談 ごみの出し方（多言語版）

外国人市民も安心して暮らせるまちづくり

（２）生活支援



外国人市民も安心して暮らせるまちづくり

（３）防災・安全対策支援

防災情報の多言語化



外国人市民も安心して暮らせるまちづくり

（４）子どもの教育支援

2020（R2) 2022（R4) 比 較

小学校（学校数）
（児童数）

１３校
１１８名

１６校
１３９名

＋３
＋２１

中学校（学校数）
（生徒数）

６校
２３名

８校
３３名

＋２
＋１０

市内小中学校に在籍する外国人児童生徒

☑ 中国人（小中合計107/172名）が圧倒的に多い。

☑ 学校別では小倉台小（29名）、原小（25名）、
内野小（20名）、中学校では木刈中（10名）が多い。

教育委員会で日本語指導員を配置



日本人も外国人も、安心して住み続けられる

「住みよさ実感都市」を目指して

日本語教室りぼんのみなさん


